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①
工作の時間に、石に絵
を描いた“ぼく”は、
面白かったのでまた描
こうと思いました。
川原で石を拾うために
近道を通る時は、いつ
もドキドキします。そ
こには怖いおじさんが
いるからです。

②
川原への近道、工事の
道具置き場にいる怖い
おじさんは、おにぎり
みたいな三角頭でみん
な“オニギリン”と呼
んでいます。
オニギリンは、あいさ
つしない子、声の小さ
い子を通してくれませ
ん。

③
こっそり黙って通ろう
としたら、「何度言っ
たらわかるんだ。勝手
に通ると危ないぞ」と
怒られました。
ぼくたちは、オニギリ
ンの笑った顔を見たこ
とがありません。

④
お父さんにぐちを言う
と、お父さんはあの近
道はオニギリンのおう
ちの一部であること、
そこを通る小さな子の
安全を考えて、うるさ
く「あいさつしろ」と
いっていることを教え
てくれます。

⑤
次の日ぼくは、オニギ
リンにちゃんとあいさ
つをして川原に行きま
した。
そこには川に落ちてお
ぼれる子犬リズと、助
けを呼ぶおじいさんが
いました。
ぼくは、オニギリンの
ところに走りました。

⑥
オニギリンはリズを助
けるために、猛スピー
ドで川原に走っていき
ました。そして川に入
るとどんどんリズに近
づきました。ぼくの声
援に、オニギリンは
「大丈夫。まかせてお
けって」と答えます。

⑦
あっという間にリズを
すくい上げるオニギリ
ン。
リズが助かったことに、
ぼくたちは喜びました。

⑧
おじいさんも大喜び。
オニギリンに「あなた
は命の恩人です」と言
うと、オニギリンは照
れくさそうに、「礼な
らこのぼうやに…」と
答えます。おじいさん
はぼくにも感謝をしま
した。

⑨
日記にリズのことを書
いて先生に渡すと、先
生はぼくを褒めてくれ
ました。
工作の時間、オニギリ
ン顔を石に描くと、先
生は確かにおにぎりみ
たいだなあ、と笑いま
した。

⑩
どうしても会ってお礼
がしたかったというリ
ズのおばあさんが、お
じいさんやリズとぼく
を尋ねてきました。
ぼくは当たり前のこと
をしただけ、と照れて
しまいます。おばあさ
んは、お菓子のお土産
をくれました。

⑪
お菓子を食べようとし
たぼくでしたが、オニ
ギリンの、必死にリズ
を助ける姿を思い浮か
べ、オニギリンにお菓
子を半分届けることに
しました。

⑫
お菓子の箱には、工作
の時間に描いたオニギ
リンの絵も。
オニギリンは自分に
そっくりだと大笑いし
ました。
ぼくは、オニギリンが
もうぜんぜん怖くない
ことに気づきました。


